
2018年度　日本福祉大学（美浜キャンパス）学年暦



２０１８年度　日本福祉大学半田キャンパス（健康科学部）　学年暦

1 (日) (火) ④ (金) ⑧ (日) 1 (水) (土) (月) ④ (木) ⑧❽ 1 (土)
期中補講日①

（通常土曜授業有）⑫
(火) (金) (金) 卒業・進級発表日 1

2 (月) 入学式 (水) ④ (土) ⑧ (月)
前期試験方法・前期補講

時間割発表日　⑬ 2 (木)
レポート提出日

前期卒業申込締切日 (日) (火) ④ (金) ⑧ 2 (日)
健康科学部10周年

記念講演会
(水) (土) (土) 2

3 (火) (木) 憲法記念日 (日) (火) ⑬ 3 (金) (月) (水) ④ (土)
文化の日

→講義日 ⑧ 3 (月) ⑬ (木) (日) (日) 3

4 (水) (金) みどりの日 (月) ⑨ (水) ⑬ 4 (土) (火) (木) ④ (日)
美浜キャンパス

大学祭 4 (火) ⑬ (金) (月)
一般入試

【前期】
(月) 4

5 (木) 新入生セミナー (土) こどもの日 (火) ⑨ (木) ⑫ 5 (日) (水) (金) ④ (月) ⑨ 5 (水) ⑬ (土) (火) 集中④レポート提出日

追試方法・時間割発表日
(火) 5

6 (金)
☆前期授業開始

①
(日) (水) 創立記念日　⑨ (金) ⑬ 6 (月) 【試験予備日】 (木) (土) ④ (火) ⑨ 6 (木) ⑬ (日) (水) (水) 6

7 (土) ① (月) ⑤ (木) ⑧ (土)
七夕祭（半田）

健康科学部10周年
記念講演会

7 (火) (金)
追試

成績通知日
(日) (水) ⑨ 7 (金)

学年末試験方法

後期補講時間割発表日⑬
(月) (木) (木) 7

8 (日) (火) ⑤ (金) ⑨ (日) 8 (水) (土) (月)
体育の日
→講義日 ⑤

(木) ⑨ 8 (土) 学生を励ます集い※1⑬ (火) 【試験予備日】 (金) (金) 進級発表日
(ﾘﾊ学科1年・理/作2年)

8

9 (月) ① (水) ⑤ (土)
期中補講日①

（通常土曜授業有）⑨
(月) ⑭ 9 (木) (日) (火) ⑤ (金) ⑨ 9 (日) (水) (土) (土) 一般入試【後期】 9

10 (火) ① (木) ④ (日) (火) ⑭ 10 (金) (月)
☆後期授業開始

　　    　①
(水) ⑤ (土) ⑨ 10 (月) ⑭ (木) (日) (日) 10

11 (水) ① (金) ⑤ (月) ⑩ (水) ⑭ 11 (土) 山の日 (火) ① (木) ⑤ (日) 11 (火) ⑭ (金) (月) 建国記念の日 (月) 11

12 (木) ① (土) ⑤ (火) ⑩ (木) ⑬ 12 (日) (水) ① (金) ⑤ (月) ⑩ 12 (水) ⑭ (土) (火)
追試レポート

提出日
(火) 12

13 (金) ② (日) (水) ⑩ (金) ⑭ 13 (月) (木) ① (土) ⑤ (火) ⑩ 13 (木) ⑭ (日) (水) 成績通知日 (水) 13

14 (土) ② (月) ⑥ (木) ⑨ (土) ⑬ 14 (火) (金) ① (日) (水) ⑩ 14 (金) ⑭ (月) 成人の日 (木) 　(木) 14

15 (日) (火) ⑥ (金) ⑩ (日) 15 (水) (土) ① (月) ⑥ (木) ⑩ 15 (土)
期中補講日②

（通常土曜授業有）⑭
(火) (金) (金) 15

16 (月) ② (水) ⑥ (土) ⑩ (月)
海の日
→期中補講日② 16 (木) (日) (火) ⑥ (金) ⑩ 16 (日) (水) (土) (土) 学位記授与式 16

17 (火) ② (木)
⑤❶

安全の日(美浜）
(日) (火) 火曜授業最終日 17 (金) (月)

敬老の日
→講義日 ②

(水) ⑥ (土) ⑩ 17 (月) 月曜授業最終日 (木)
レポート提出日
（集中講義③含）

(日) (日) 17

18 (水) ② (金)  ⑥ (月) ⑪ (水) 水曜授業最終日 18 (土) (火) ② (木)
⑥

安全の日
(日) 18 (火) 火曜授業最終日 (金) (月) (月) 18

19 (木) ② (土) ⑥ (火) ⑪ (木) ⑭❸➍ 19 (日) (水) ② (金)  ⑥ (月) ⑪ 19 (水) 水曜授業最終日 (土)
センター試験

（美浜）
(火) (火) 19

20 (金) ③ (日) (水) ⑪ (金) 金曜授業最終日 20 (月) (木) ② (土) ⑥ (火) ⑪ 20 (木) 木曜授業最終日❶ (日) (水) 追試成績通知日 (水) 20

21 (土) ③ (月) ⑦ (木) ⑩❷ (土) ⑭ 21 (火) (金) ② (日) (水) ⑪ 21 (金) 金曜授業最終日 (月) (木) (木) 春分の日 21

22 (日) (火) ⑦ (金) ⑪ (日) 22 (水)
追試験方法・
時間割発表日

(土) ② (月) ⑦ (木) ⑪ 22 (土) 土曜授業最終日 (火) (金) (金) 22

23 (月) ③ (水) ⑦ (土) ⑪ (月) 月曜授業最終日 23 (木)
集中講義期間①
レポート提出日

(日) 秋分の日 (火) ⑦ (金)
勤労感謝の日
→講義日 ⑪ 23 (日) 天皇誕生日 (水) 【試験予備日】 (土) (土) 23

24 (火) ③ (木) ⑥ (日) (火) 前期補講日① 24 (金) (月)
振替休日
→講義日 ③

(水) ⑦ (土) ⑪ 24 (月) 振替休日 (木) ❾ (日) (日) 24

25 (水) ③ (金) ⑦ (月) ⑫ (水) 前期補講日② 25 (土) (火) ③ (木) ⑦❼ (日) 25 (火) 後期補講日① (金) (月) (月) 25

26 (木) ③ (土) ⑦ (火) ⑫ (木) 木曜授業最終日➎ 26 (日) (水)
集中講義期間②

レポート提出日③ (金) ⑦ (月) ⑫ 26 (水) 後期補講日② (土) (火) (火) 26

27 (金) ④ (日) (水) ⑫ (金) 前期補講日③ 27 (月) (木)
前期学位記授与式

③➏ (土)
東海キャンパス大

学祭⑦
(火) ⑫ 27 (木) 後期補講日③ (日) (水) (水)

2019年度編入生オリ
エンテーション 27

28 (土) ④ (月) ⑧ (木) ⑪ (土) 土曜授業最終日 28 (火)
追試レポート

提出日
(金) ③ (日) (水) ⑫ 28 (金) (月)   バス事故追悼集会 (木) (木)

2019年度在学生オリ
エンテーション 28

29 (日) 昭和の日 (火) ⑧ (金) ⑫ (日) 29 (水) (土) ③ (月) ⑧ (木) ⑫ 29 (土) (火) (金)
2019年度在学生オリ
エンテーション 29

30 (月)
振替休日
→講義日 ④

(水) ⑧ (土) ⑫ (月) 30 (木) (日) (火) ⑧ (金) ⑫ 30 (日) (水) (土)
オリエンテーション
予備日 30

31 (木) ⑦ (火) 31 (金) 前期成績通知日 (水) ⑧ 31 (月) (木) (日) 31

■木曜日午後の予定について
❶「ビジネススキル」対面講義：前期　2018年5月17日（木）【3限】
　　　　　　　　　　　　　　　後期　2018年12月20日（木）【4限】 ➏インターンシップ報告会（2・3年生）：2018年9月27日（木）【4・5限】

❷社会福祉士相談援助実習報告会（3・4年生）：2018年6月21日（木）【3～5限】 ❼作業療法学専攻卒業研究発表会：2018年10月25日（木）【3・4限】

❸作業療法学専攻実習指導者会議（3年生）：名古屋キャンパス　2018年7月19日（木）【13：30～16：30】 ❽理学療法学専攻総合実習Ⅰ報告会（3年生）：2018年11月1日（木）【3～5限】

➍理学療法学専攻実習指導者会議：名古屋キャンパス　2018年7月19日（木）【17：00～18：30】

➎介護学専攻実習指導者会議（3年生）：半田キャンパス　2018年7月26日（木）【14:00～16:00】

９月４月 ５月 ６月 ７月 ８月

❾COCデイ（知多半島のふくし）：2019年1月24日（木）【3・4限】

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

※1　2018年度日本福祉大学後援会学生活動支援助成事業贈呈式・学長主催
11111「今年度活躍した学生を励ます集い」
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学
　長

　挨
　拶

	
日
本
福
祉
大
学
　
学
長
　
児
玉
　
善
郎

　
平
素
よ
り
日
本
福
祉
大
学
に
多
大
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日

本
福

祉
大

学
は
、
1953

年
に

中
部

社
会

事
業

短
期

大
学

と
し

て
開

学
し
、

今
年

で
65

年
に

な
り

ま
す
。

そ
し

て

1957
年

に
4
年

制
大

学
の

日
本

福
祉

大
学

を
開

設
し

て
61

年
を

迎
え

ま
す
。

開
設

当
初

は
、

社
会

福
祉

学
部

1
学

部
だ

け
で
し
た
が
、
昨
年
度
美
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
に
開
設
し
た
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
を
含
め
て
、
現
在
は

8
学
部

4
大
学
院
研
究
科

を
擁
す
る
「
ふ
く
し
の
総
合
大
学
」
へ
と
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ

の
中

で
今

年
は
、

健
康

科
学

部
、

子
ど

も
発

達
学

部
、

国
際

福
祉

開
発

学
部

の
3
学

部
が
、

開
設

10
周

年
を

迎
え

る
記

念
の

年
と

な
り

ま
す
。

大
学

全
体

と
し

て
、

ま
た

各
学

部
に

お
い

て
10

周
年

を
お

祝
い

す
る

行
事

の
企

画
を

す
す

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
皆
さ
ま
す
で
に
ご
周
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
わ
た
し
た
ち
が
暮
ら
す
社
会
に
は
、
生
活
を
す
る
上
で
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
を
抱
え
た
人
た
ち
が
多
数
存
在
し
、
少
子
高
齢
化
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど
社
会
の
構
造
的
な
変
化
と
相
ま
っ

て
、

人
々

の
く

ら
し

を
と

り
ま

く
問

題
状

況
は
、

深
刻

化
、

複
雑

化
の

一
途

を
辿

っ
て

い
ま

す
。

本
学

が
、

開
学

か
ら

65
年

を
経

る
な

か
で
「

ふ
く

し
の

総
合

大
学

」
へ

と
発

展
し

て
き

た
こ

と
に

は
、

こ
の

よ
う

な
社

会
的

状
況

が
背

景
に

あ
り
、
人
々
の
し
あ
わ
せ
な
く
ら
し
の
実
現
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
か
ら
支
援
す
る
確
か
な
知
識
と
技
術
を
も
っ
た

専
門
職
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
的
要
請
に
応
え
る
為
に
も
、
本
学
で
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
教
育
の
質
向
上
を
図
り
、
卒
業
時
に
確
か

な
知
識
と
技
術
を
も
ち
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
専
門
職
を
輩
出
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
考
え
、
全
学
を
挙
げ
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
2014

年
か
ら
文
部
科
学
省
の「

地（
知
）の

拠
点
整
備
事
業（

C
O
C
.	C

en
ter	o

f	C
o
m
m
u
n
ity

）」の
採
択
を
受
け
た
、「
持

続
可
能
な
『
福
祉
社
会
』
を
担
う
『
ふ
く
し
・
マ
イ
ス
タ
ー
』
の
養
成
」
事
業
で
は
、
学
生
た
ち
が
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な

現
場
に
赴
き
、
学
ば
せ
て
も
ら
う
地
域
連
携
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
学
生
自
ら
地
域
の
課
題
み
つ
け
、
そ
の
解
決

に
向
け
て
地
域
の
人
や
組
織
と
連
携
し
て
取
り
組
む
と
い
う
学
び
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
地
域
と
連
携
し
た
学
び
を

4
年

間
に
わ
た
り
積
み
重
ね
て
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
学
生
に
は
、
卒
業
時
に
「
ふ
く
し
・
マ
イ
ス
タ
ー
」
の
称
号
を
大
学

が
授
与
し
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
学
生
が
卒
業
し
た
後
に
も
こ
の
称
号
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
活
か
し
て
、
地
域
に
貢
献

し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
2016

年
か

ら
は
、

同
じ

く
文

部
科

学
省

の
「

教
育

再
生

加
速

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

通
称
：
A
P
事

業
）

テ
ー

マ
Ⅴ

卒
業

時
に

お
け
る
質
保
証
の
取
組
の
強
化
」
の
採
択
を
受
け
、
学
生
一
人
ひ
と
り
が

4
年
間
に
わ
た
る
正
課
内
外
の
学
び
や
活
動
を

「
統

合
学

生
カ

ル
テ

」
に

蓄
積

し
、

教
員

が
そ

れ
ら

を
評

価
す

る
こ

と
に

よ
り
、

卒
業

時
に

身
に

着
い

た
力

の
見

え
る

化

を
図
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
本
学
で
学
ぶ
学
生
・
大
学
院
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
や
希
望
の
達
成
に
向
け
て
取
り
組
み
、
社
会
で
力
を
発
揮
で
き
る
人

と
な
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
だ
け
で
な
く
、
本
学
教
員
一
人
ひ
と
り
の
教
育
力
の
向
上
に
も
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
大
学
後
援
会
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
て
は
、
こ
れ
ら
の
教
育
の
質
向
上
を
は
じ
め
と
す
る
大
学
が
取
り
組
む
事
業
に
つ
い

て
ご
理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
今
後
と
も
多
大
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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